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中間株主通信

証券コード 5310

http://www.toyotanso.co.jp

三菱UFJ信託銀行株式会社株 主 名 簿 管 理 人

〒541- 8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　0120 -094 -777（通話料無料）

同 連 絡 先

東京証券取引所市場第一部上 場 証 券 取 引 所

５３１０証 券 コ ー ド

□未受領の配当金について
　三菱UFJ信託銀行の本支店でお支払いいたします。

□株式に関する各種お手続きについて
株式に関するお手続き（住所変更、配当金振込先のご変更、相続手続き等） 
につきましては、株主さまが口座開設されている口座管理機関（証券会社等）
で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせ
ください。

□特別口座に記録された株式に関する各種お手続きについて
特別口座に記録された株式に関する各種お手続につきましては、特別口座
の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお問い合わせください。

　〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　電話　0120-782-031（通話料無料）

公 告 方 法 当会社の公告方法は、電子公告とする。ただし、
事故その他やむを得ない事由によって電子公告に
よる公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載して行う。

事 業 年 度 毎年６月１日から翌年５月３１日まで

定 時 株 主 総 会 毎年８月

基 準 日 定時株主総会
期末配当
中間配当

毎年 ５月３１日
毎年 ５月３１日
毎年１１月３０日

電 子 公 告 掲 載
ホームページアドレス http://www.toyotanso.co.jp

株 主メモ
事業拠点 （平成24年11月30日現在）

国内事務所

東炭化工株式会社
大和田カーボン工業株式会社

国内関係会社

本社・大阪営業所・海外営業部
東京営業所
東北営業所
つくば営業所
北陸営業所
静岡営業所
名古屋営業所
広島営業所
四国営業所
九州営業所
近藤照久記念東洋炭素総合開発センター
東洋炭素生産技術センター
詫間事業所
萩原工場
いわき工場

TOYO TANSO USA, INC.（アメリカ）
GTD GRAPHIT TECHNOLOGIE GmbH（ドイツ）
TOYO TANSO EUROPE S.p.A（イタリア）
TOYO TANSO FRANCE S.A.（フランス）
SHANGHAI TOYO TANSO CO.,LTD.（中国）
SHANGHAI YONGXIN TOYO TANSO CO.,LTD.（中国）
SHANGHAI TOYO TANSO INDUSTRIAL CO.,LTD.（中国）
JIAXIANG TOYO TANSO CO.,LTD.（中国）
TOYO TANSO TAIWAN CO.,LTD.（台湾）
TOYO TANSO KOREA CO.,LTD.（韓国）
TOYO TANSO （THAILAND） CO.,LTD.（タイ）
TOYO TANSO SINGAPORE PTE. LTD.（シンガポール）
TOYO TANSO INDIA PRIVATE LIMITED（インド）

海外主要関係会社
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商品

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

株主の皆様には、日頃より格別のご支援を賜り、厚く御礼申しあげます。

第71期中間株主通信をお届けするにあたり、一言ご挨拶申しあげます。

  第71期第2四半期連結累計期間の概況

当第2四半期連結累計期間における世界経済は、債務問題に

引きずられる欧州の低迷と、中国をはじめとする新興国の減速

等により、総じて厳しい状況が続きました。また国内経済は、

生産活動の回復や復興関連需要の後押し等を背景に持ち直し

の動きが継続しましたが、円高の長期化や海外経済の減速が

足かせとなり、踊り場局面となりました。このような状況の中、

当企業グループは、比較的堅調な一般産業分野を中心に需要

掘り起こしに努めましたが、特に太陽電池市場の低迷深刻化

により苦戦を強いられ、誠に遺憾ながら減収減益を余儀なくさ

れました。

  今後の見通し

足もとの当企業グループを取り巻く状況は、世界的に低迷を

続けている太陽電池市場にいまだ回復の糸口が見えないこと

に加えて、拡大が期待されるLED用も本格回復にはしばらく

時間を要すると見ております。そのような状況の下、一般産業

分野を中心に一層の需要の掘り起こしに努める一方、経費

については徹底した圧縮、投資については慎重な見直しを

行い、業績の確保に全力を挙げるとともに、第2四半期決算

説明資料に示しております中長期的なビジョンを踏まえ、成長

に向けての施策を着実に進めてまいる所存です。株主の皆様

におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますよう、

よろしくお願い申しあげます。

2013年 2月

代表取締役会長

近藤  純子
代表取締役社長　

野網  明

売上高 （百万円） 営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円） （百万円）当期純利益

総資産 （百万円） 純資産 （百万円） 1株当たり当期純利益 （円） 製品商品別売上高 （百万円）

第68期 第69期 第70期 第71期
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第2四半期

69.56
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167.20
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819819 762762

22.7322.73
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一般カーボン製品
特殊黒鉛製品

6,472

9,233

11,767

3,5613,561

5,7475,747

3,4953,495

5,0725,0722,9562,956

2,7612,761
457457612612456456 295295
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当社は、カーボンを軸として培ってきた材料技術を活かし、新しい素材や製品の開発に取り組んでいます。

従来製品の付加価値をはるかに凌ぐ素材や製品を生み出し、近い将来のキープレイヤーに育てたい ――。

「どこにもないモノをつくる」という創業以来の信念のもと、培った技術の結集によって生まれた

新しい素材・製品をご紹介させていただきます。

活躍が期待される
東洋炭素の新しい素材・製品

既存の活性炭等のカーボン材料には見られない「メソ孔」を多く含む特殊な構造を

有しており、工業材料として入手が困難とされていた新しいカーボン材料です。

優れたガス拡散性能と用途に応じた表面積、細孔容量、粒度、細孔サイズの最適化

が可能で、蓄電デバイス、燃料電池などの電極や担体などへの応用が期待されます。

多孔質炭素（クノーベル®）

炭素とセラミックスを融合した新素材。軽量・緻密で丈夫、

耐熱性と熱伝導に優れ、セラミックスや金属と接合できます。

レアメタルの代替材や耐熱ベアリング、核融合発電材料など、

省資源・新エネルギー部材への製品化を目指しています。

CBC (Ceramic Bonded Carbon）

■カーボンに導入された細孔の違い（イメージ）

〈一般的な活性炭〉

孤立孔

拡散機能が
大幅に向上！

〈多孔質炭素〉

連通孔

炭素とセラミックスを融合！

分離 多孔質

拡散

導電

※CBC・MBCは、大阪大学接合科学研究所と当社の共同研究部門（東洋炭素「先進カーボンデザイン」共同研究部門）による成果です。

×

炭素と金属を融合した新素材。軽量・緻密で電気伝導性に

優れ、炭素材料では不可能だった熱間プレス加工が可能で

す。メカニカルシール材や固体潤滑剤など、省エネルギー部

材への製品化を目指しています。

MBC (Metal Bonded Carbon)

炭素と金属を融合！

×

炭  素

炭  素

セラミックス

金  属 MBC加工品

CBC加工品
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前第 2 四半期
平成23年6月1日から
平成23年11月30日まで

前 期 末
（平成24年5月31日現在）

売上高  

　売上原価  

　売上総利益  

　販売費及び一般管理費  

営業利益  

　営業外収益  

　営業外費用  

経常利益  

　特別利益  

　特別損失  

　税金等調整前四半期純利益  

　法人税等

　少数株主利益  

四半期純利益  

当第２四半期
平成24年6月1 日 か ら
平成24年11月30日まで

前第 2 四半期
平成23年6月1日から
平成23年11月30日まで

当第２四半期
平成24年6月1 日 か ら
平成24年11月30日まで

14,138

10,192

3,945

3,126

819

125

181
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15

747

263

12

471

1,214

� △5,508

1,044

△44

△3,294

7,205

3,911

連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円） 連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額（△減少額）

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末残高

（単位：百万円）連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

当第２四半期
（平成24年11月30日現在）

資産の部

流動資産

固定資産

　有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他資産

資産合計

35,601

34,457

31,277

943

2,236

70,058

39,558

32,341

29,210

894

2,236

71,900

流動負債

固定負債

負債合計

負債の部

12,385

3,057

15,443

14,729

2,106

16,835

株主資本  

その他の包括利益累計額

新株予約権  

少数株主持分  

純資産合計

負債  ・ 純資産合計  

純資産の部

55,302

� △2,165

27

1,450

54,615

70,058

55,349

△1,843

27

1,531

55,064

71,900

■所有者別株式数分布状況 ■所有者別株主分布状況

金融商品取引業者
53名  0.5%

外国人
142名  1.4%

個人・その他
9,821名  96.6%

金融機関
41名  0.4%

その他の国内法人
111名  1.1%

金融機関
3,554,250株  17.1%

個人・その他
12,049,510株  58.1%その他の国内法人

2,461,684株  11.9%

外国人
2,246,957株  10.8% 金融商品取引業者

438,287株  2.1%

平成24年11月30日現在

株式の状況

発行済株式の総数

単元株式数

株主数

（平成24年11月30日現在） （平成24年11月30日現在）会社概要

設立

本社

資本金

従業員数

昭和22年7月31日

〒530-0001
大阪市北区梅田3-3-10
梅田ダイビル10階

7,692 ,575 ,648円

990名（単体）
2,183名（連結）

大株主 （平成24年11月30日現在）

3,418

1,785

1,560

1,214

834

16.48

8.60

7.52

5.85

4.02

629

626

623

535

360

360

3.03

3.02

3.00

2.58

1.73

1.73

株主名 持株数（千株） 出資比率（％）

役員

代表取締役会長

代表取締役社長

専務取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

常勤監査役

監査役

監査役

監査役

近藤　純子

野網　　明

中原　全生

中山正一郎

小西　隆志

詹　　国彬

Arno C loos

中西　和孝

江戸　　忠

田辺　陽一

出原　　敏

（平成24年11月30日現在）

※監査役 江戸 忠氏、田辺 陽一氏および出原 敏氏は社外監査役です。

20,750,688株

100株

10,168名

近藤　純子

近藤　孝子

近藤　朋子

近藤　尚孝

財団法人近藤育英会

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

NTコーポレーション株式会社

三菱商事株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

株式会社みずほ銀行

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

セン コクヒン

アルノ クルース

COMPANY & STOCK INFORMATION会社情報・株式情報

金融商品取引業者

外国

金融機関

その他の国内法人

個人・その他
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2,484

� △1,754

△729

△182

△181

7,090

6,909

21,535

13,781

7,753

3,341

4,411

139

188

4,363

65

39

4,389

1,702

302

2,383

前第 2 四半期
平成23年6月1日から
平成23年11月30日まで

前 期 末
（平成24年5月31日現在）

売上高  

　売上原価  

　売上総利益  

　販売費及び一般管理費  

営業利益  

　営業外収益  

　営業外費用  

経常利益  

　特別利益  

　特別損失  

　税金等調整前四半期純利益  

　法人税等

　少数株主利益  

四半期純利益  

当第２四半期
平成24年6月1 日 か ら
平成24年11月30日まで

前第 2 四半期
平成23年6月1日から
平成23年11月30日まで

当第２四半期
平成24年6月1 日 か ら
平成24年11月30日まで

14,138

10,192

3,945

3,126

819

125

181

762

0

15

747

263

12

471

1,214

� △5,508

1,044

△44

△3,294

7,205

3,911

連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円） 連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額（△減少額）

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末残高

（単位：百万円）連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

当第２四半期
（平成24年11月30日現在）

資産の部

流動資産

固定資産

　有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他資産

資産合計

35,601

34,457

31,277

943

2,236

70,058

39,558

32,341

29,210

894

2,236

71,900

流動負債

固定負債

負債合計

負債の部

12,385

3,057

15,443

14,729

2,106

16,835

株主資本  

その他の包括利益累計額

新株予約権  

少数株主持分  

純資産合計

負債  ・ 純資産合計  

純資産の部

55,302

� △2,165

27

1,450

54,615

70,058

55,349

△1,843

27

1,531

55,064

71,900

■所有者別株式数分布状況 ■所有者別株主分布状況

金融商品取引業者
53名  0.5%

外国人
142名  1.4%

個人・その他
9,821名  96.6%

金融機関
41名  0.4%

その他の国内法人
111名  1.1%

金融機関
3,554,250株  17.1%

個人・その他
12,049,510株  58.1%その他の国内法人

2,461,684株  11.9%

外国人
2,246,957株  10.8% 金融商品取引業者

438,287株  2.1%

平成24年11月30日現在

株式の状況

発行済株式の総数

単元株式数

株主数

（平成24年11月30日現在） （平成24年11月30日現在）会社概要

設立

本社

資本金

従業員数

昭和22年7月31日

〒530-0001
大阪市北区梅田3-3-10
梅田ダイビル10階

7,692 ,575 ,648円

990名（単体）
2,183名（連結）

大株主 （平成24年11月30日現在）

3,418

1,785

1,560

1,214

834

16.48

8.60

7.52

5.85

4.02

629

626

623

535

360

360

3.03

3.02

3.00

2.58

1.73

1.73

株主名 持株数（千株） 出資比率（％）

役員

代表取締役会長

代表取締役社長

専務取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

常勤監査役

監査役

監査役

監査役

近藤　純子

野網　　明

中原　全生

中山正一郎

小西　隆志

詹　　国彬

Arno C loos

中西　和孝

江戸　　忠

田辺　陽一

出原　　敏

（平成24年11月30日現在）

※監査役 江戸 忠氏、田辺 陽一氏および出原 敏氏は社外監査役です。

20,750,688株

100株

10,168名

近藤　純子

近藤　孝子

近藤　朋子

近藤　尚孝

財団法人近藤育英会

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

NTコーポレーション株式会社

三菱商事株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

株式会社みずほ銀行

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

セン コクヒン

アルノ クルース
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金融商品取引業者

外国

金融機関

その他の国内法人

個人・その他
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中間株主通信

証券コード 5310

http://www.toyotanso.co.jp

三菱UFJ信託銀行株式会社株 主 名 簿 管 理 人

〒541- 8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　0120 -094 -777（通話料無料）

同 連 絡 先

東京証券取引所市場第一部上 場 証 券 取 引 所

５３１０証 券 コ ー ド

□未受領の配当金について
　三菱UFJ信託銀行の本支店でお支払いいたします。

□株式に関する各種お手続きについて
株式に関するお手続き（住所変更、配当金振込先のご変更、相続手続き等） 
につきましては、株主さまが口座開設されている口座管理機関（証券会社等）
で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせ
ください。

□特別口座に記録された株式に関する各種お手続きについて
特別口座に記録された株式に関する各種お手続につきましては、特別口座
の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお問い合わせください。

　〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　電話　0120-782-031（通話料無料）

公 告 方 法 当会社の公告方法は、電子公告とする。ただし、
事故その他やむを得ない事由によって電子公告に
よる公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載して行う。

事 業 年 度 毎年６月１日から翌年５月３１日まで

定 時 株 主 総 会 毎年８月

基 準 日 定時株主総会
期末配当
中間配当

毎年 ５月３１日
毎年 ５月３１日
毎年１１月３０日

電 子 公 告 掲 載
ホームページアドレス http://www.toyotanso.co.jp

株 主メモ
事業拠点 （平成24年11月30日現在）

国内事務所

東炭化工株式会社
大和田カーボン工業株式会社

国内関係会社

本社・大阪営業所・海外営業部
東京営業所
東北営業所
つくば営業所
北陸営業所
静岡営業所
名古屋営業所
広島営業所
四国営業所
九州営業所
近藤照久記念東洋炭素総合開発センター
東洋炭素生産技術センター
詫間事業所
萩原工場
いわき工場

TOYO TANSO USA, INC.（アメリカ）
GTD GRAPHIT TECHNOLOGIE GmbH（ドイツ）
TOYO TANSO EUROPE S.p.A（イタリア）
TOYO TANSO FRANCE S.A.（フランス）
SHANGHAI TOYO TANSO CO.,LTD.（中国）
SHANGHAI YONGXIN TOYO TANSO CO.,LTD.（中国）
SHANGHAI TOYO TANSO INDUSTRIAL CO.,LTD.（中国）
JIAXIANG TOYO TANSO CO.,LTD.（中国）
TOYO TANSO TAIWAN CO.,LTD.（台湾）
TOYO TANSO KOREA CO.,LTD.（韓国）
TOYO TANSO （THAILAND） CO.,LTD.（タイ）
TOYO TANSO SINGAPORE PTE. LTD.（シンガポール）
TOYO TANSO INDIA PRIVATE LIMITED（インド）

海外主要関係会社


